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(昭和 35年 2月 25日，基礎医学新館第一講堂においで)
私が一生の半ばを過とした千葉大学における最終 第 1図
講義を只今からこの基礎医学新館の第一講堂でする クレアチン
ンアク 
ことは私Kとり一生の記念で、あり，今日は平素の学
生諸君への講義時間と異り，学部長を初め先輩なら
びに教授各位，また医化学教室出身の方々の臨席を
も得た乙とは誠に光栄である。
第一学年の学生諸君への正規の医化学講義は先日
で終了しているので，今日は慣例に従い，私が乙の
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応で 370
戸ト一九
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R.放置されると，両者の相互移行が遅いな
大学で研究した領域花関係する題目を選び，酵素は がら進行し， 10数カ月後に CinjCのモル濃度比が
如何に作用するかという乙とを，乙の医化学教室で 約 0.8になり停止する。そののち外国の他の学者は，
研究した方々の報告を実験例として挙げながら述べ 温度が高まると反応速度が大となることを利用し，
るが，乙の教室での研究は種々の方面に亘っている 種々の濃度比の Cと Cinとの混液を中性反応で
ので，これからの話比一応の筋道を立てるためには 1000，700に加熱し濃度比が依然として変らない混
それらの報告の年代順序を変えるとか，また時間が 液における濃度比から平衡恒数 Kが短時間に求め
限られている関係で省略する報告もあることを予め られる乙とを報告した。
諒承されたい。
第 1表 非酵素的クレアチン・クレアチニン相互
きて酵素は触媒であり，化学反応速度を大にす 移行反応 (pH7)の平衡恒数と温度
る。このとき理論上では酵素は正逆両反応速度を大
-dHlnK =一一一一 +const.にして平衡の位置は変えないのが原則である。しか RT 
し水解反応では一般に平衡が甚だしく一方に偏って
0 0 0 0 
いて酵素が非酵素的反応で認めらるべき平衡を果し L:50 37 50 70 100
て変えなし、かを検討することは困難である。と乙ろ 〔クレアチニンJI0.540 0.739 1.020 1.59 2.89 
が好都合のととにクレアチンは脱水反応でクレアチ
K 
〔クレアチンJI 42.5 50 
ニンになり，逆l乙クレアチニンは水解でクレアチン 57.5 50 
になるということが知られている。
古い外国の報告によるとクレアチン (C)またク 第 1表のように K値は 1000Cでは 2.9，700Cでは
レアチニン (Cin) の水溶液はそのいづれも中性反 1.6であるから， これら両温度を絶対温度に直して
-2ー 千葉医学会雑誌 第 36巻
理論式(ここで Tは絶対温度)Iζ代入し， 吸熱量 の燐酸エステルの非酵素的な自然水解l乙関する所見 
L1H と const.とが求められると，次には任意の温 である。
度 500C，370Cなどでの平衡恒数 Kが算出されうる サリチル酸の OH基l乙燐酸がエステル結合して
(第 1表〉。 いるフォスフォサリチjレ酸を合成し，その水溶液を
とのように非酵素的試験で定められた平衡恒数が 酵素なしで 370Cで種々の pHで放置すると(第 2
その数値そのままに酵素試験で実証されるであろう 図，重金属イオン不添加曲線)，酸性またアルカリ性
か。教室附近の土壌から適応酵素法で分離した菌を では安定であるが，弱酸性域では無機燐酸とサリチ
供試して実験すると，第2表のように Cと Cinと ル酸とが遊離して来る。 ζのとき pH5. 6にて極
のいずれから出発しでも 370では Cin/Cが 43/57， 大であり， 1時聞に 25%の自然水解がある。電気 
500では 50/50で停止し，かくて非酵素反応時の平 的滴定の結果によると， pH 5. 6ではこのエステ
衡を酵素は移動させないことが証明される。 700で jレは解離して図下段のような 2価イオン型にあり，
は酵素が失活する'から実験しえない。 乙れよりも酸性液中では COOHは不解離状にな
第 2表 土壌菌酵素による り，逆l乙アルカリ側lζ向うと結合燐酸の第2の酸基
クレアチンごクレアチニンの平衡 (pH7) も解離して来る。しかしサリチノレ酸と異り，m，ま
た ρのオキシ安息香酸の燐酸エステルが全 pH域
24時間 48時間 で安定なことを考えると，フォスフォ・サリチル酸
42.0/58.0 の2価イオンでは分子内の P と O位の COO-の
クレアチニン 44.1/55.9 43.3/56.7 O との聞に相互作用が行われ，このために分子内の
49.7/50.3 
電子配分が変って Pー  0聞の結合が弱くなると思わ
クレアヂニン 50.5/49.5 50.2/49.8 れる。
また同じ水溶液l乙微量の硫酸銅液を加えると， pH 
酵素反応で酵素が反応速度を大とする機序は酵素 5.6での自然、水解が甚だ促進される。またフォスフ
が基質と結合して中間複合体を形成し，ついでこれ ォ・サリチル酸が安定な酸度 pH2の溶液でも，こ
が分解して酵素と生成物とになるのであるが，乙の れに塩化鉄液を添加すると著しい水解反応が起って
とき遊離する酵素は更めて基質と複合体を形成し， 来る。これはそれら重金属イオンがフォスフォ・サ
酵素と生成物とに分解する過程を繰り返えし，かく リチル酸と錯結合していわゆるキレートを形成し分
て微量の酵素が触媒的K作動するのであるから，こ 子内の電子配位を変えるからであると考えちれる。
の中間複合体中では基質が生成物lζ変化し易い，不 このような基質分子の不安定化は基質が酵素に結
安定な，脆い形κ変えられていると考えねばならな 合した状態にて起るとすると，乙の酵素基質複合体
い。 ζの脆い形とはどんな分子状態であるかは解つ を形成するときに，酵素と基質とはそれぞれの分子
ていないが，それを推定させる実験例はサリチル酸 のどの部分で結合するのであるか。それは酵素の特 
殊性にも関係する ζ とである
第 2図 が，模型試験として行ったア
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はいえ，その作用は左程lζは強くない (0.9ml/10 
分)。強力な触媒を求めて種々のアミノ化合物を検
したが，大体にアニリン程度に止まった。ところが
アミノアンチピリンに驚くほどの強い脱 CO2 作用
が認められた(20.9ml)。この化合物はアセト酢酸エ
チルとフェニル・ヒドラヲンとの縮合物を中間体と
して合成されるアミノ化合物であり，その構造式を
見ると，アセト酢酸残基があり，その α位lζ相当す
るC原子にアミノ基が結合しているのが知られる。
アミノアンチピリンの強い触媒能はその分子内の
アセト酢酸残基が構造近似性にもとずいて緩かに基
質アセト酢酸に結合し，ついでアミノ基が脱 CO2
的に作用するとよると考えられるから，アミノアン
チピリン以外の化合物でも分子内にアセト酢酸残基
をもち，またその残・基の α位lζCアミノ基があれば
有効であるとの推定のもとに 5・ァミノ・ 4・メチ
ルウラシル，またアミノオキシキナルヲンを合成供
試すると第3図に附記するように可成り強い触媒能
が認められた。
この酵素模型試験から推定すると，酵素作用が発、
揮されるためには，酵素分子中には基質のある化学
基と相互作用する化学基があるべきほかに，なお基
質の特定原子団と近似的電子配位を示す原子団が酵
素l乙ぁ。て，乙れが酵素と基質とを密着ささせるこ
とが必要である。これが酵素の特殊性を決定するこ
とになる。話の順序として次に酵素の特殊性につき
述べよう。酵素の特殊性は燐酸酵素で深く研究した
ので，その成績を実験例として挙げることにする。
燐酸酵素とは Pー Oまたは P-Nのような燐酸関
与の結合を水解する 1群の酵素の総称であり第3表
のように燐酸酵素の基質となる燐酸化合物の種類は
多く，それらに対応して各種の酵素がある。
第 3表燐酸酵素 
1. CP>ー O-R 
2. Rー 0ー ⑨ーO-R' 
CーP>0CP>ー 3. 
4. Rー 0ー @ー0ー ⑨ーO-R' 
/IO-Rー②ー0ーO-R'ー②ー0Rー5. 
Phospho monoesterase 
Phospho diesterase 
Inorganic pyrophosphatase 
Ester pyrophosphatase 
Oligo phospho diesterase 
6. … O-R-O・⑨ー O-Rー ②ーO-R-Oー ②ー0・・・… Nuclease 
7・ R(O¥⑨(?) Phospho protein phosphatase 
8. R-NHー⑨ Phosphamidase 
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乙れら諸種の酵素は互に相異している。そのうち
燐酸モノエステラーゼは燐酸モノエステノレ，たとへ
ばフェニル燐酸を無機燐酸とフェノー Jレに水解す
る。燐酸ツエステラーゼは燐酸ジエステル，たとえ
ばジフェニル燐酸を水解してフェニル燐酸とフェノ
ールを生ずる。無機ピロ燐酸酵素は無機ピロ燐酸を 
2分子の燐酸に水解する。これら 3酵素が相異する 
ζとはそれらを相互分離することで証明することが
出来たので，表に記したように命名したが，モノエ
ステラーゼ，ジエステラーゼなる名称は一般に用い
られている。なおこれら 3酵素には至適酸度を異に
する 4型があるととも明らかにした(第4表〉。
第 4表
工 r JI 百 
(pH3~4) (pH5.6) (pH9) (pH6~7) 
腎 腎
エステラーゼ タカ 米糠 肝 赤血球
人尿 血清 
-----------‘-----
腎
蛇毒
肝
燐ヱス酸テピヲヲロ酵←素ゼ 米タ腎糠カ 米タ腎糠ヵ
酵母
腎
筋 
ζ の表にある工 ~IV は乙の教室で附した型番号
であるが，外国での番号と一致せず，乙れについて
は外国からの苦情もあり，近頃は酸性またはアルカ
リ性モノエステラーゼなどと呼ぶ方が多い。 ζれら
酵素のうちモノエステラーゼの測定には増加する無
機燐酸，または遊離する OH化合物を定量すればよ
い。無機燐酸定量には常法のほか，ここで考案した
有機色素による超微量法もあるが，遊離 OH化合物
を定量する場合lとは基質として ρ・ニトロフエニル
燐酸を用いるのがよろしい。乙の方法は簡易，迅
速，微量的である点から外国でも採用されている
が，同じようにジエステラーゼ基質としてピス ρ・
ニトフェニJレ燐酸を用いる法も ζこで考案したもの
である。乙の ρ・ニトロフェノール法は硫酸酵素，
PグJレコシダーゼの測定にも応用せられ，これらも
外国で用いられている。
上述の 3種の酵素は他の燐酸酵素と同様に無機燐
酸および諸種燐酸化合物により阻害される。これは
酵素の基質に対する親和性基を阻害性燐酸化合物
が基質と競り合う結果で起る阻害である。しかし，
一般に阻害が認められたとき，阻害性物質は基質と
競り合うと断定しては誤りである。というのは一般
に阻害型式には相競性阻害，非相競性阻害，カプリ
ング阻害の 3型が理論上ではありうるからである。
これら型式の定義を判り易くするために警えて，燐
酸モノエステラーゼを肺結核専門医とし，との医師
は肺結核患者に対してのみ診察治療を行っていると
する。相競性阻害とは上述のように基質と近似な，
しかし酵素によっては水解きれない化合物が基質と
競り合うのであるから，晴息患者が来院して診察を
うけ結核患者の診察治療を邪魔するようなものであ
る。非相競性阻害は酵素が基質と複合体を形成して
いるときでも，また全く遊離状態にあるときにでも
酵素と結合して酵素活性を低下させるに原因するの
であり，例えば患者診療中と否とを問わず，医師に
何者かが悩ましく付きまとって診療効果を低めるよ
うなものである。カプリング阻害とは酵素が基質と
複合体を形成しているときにのみ，すなわち複合体
とのみ結合して阻害する場合で，例えば医師が患者
を診療している時に限り苦言を呈し，また電流スイ
ッチを切るなどに当るといえよう。この理論的に可
能なる 3型の阻害のうちカプリング阻害が酵素反応
で実際に起るかは未だ明かでなかったが，これをモ
ノエステラーゼで証明することが出来た。
第 5表 酵素作用阻害の諸型
対照[阻害剤なし)v，旦= 1+竺坐
CSJ 
Km {Ki+C工〕、相競性阻害一一一= 1十一一一(.....~T~)CSJ ¥ Ki ) 
Vm一 Km(Ki+C工J¥非相競性阻害..一一 (1十一一一{一一一一}V ，-. CSJ ¥ Ki ) 
Vm _ 1 I Km C1]Iカプリング阻害..一一 1十三三一+一一一一
CS] Ki 
第5表は 3型の阻害のとき反応速度 Vと基質濃
度 CS]との関係を示す理論式で，その導き方はこ〉
に省略するが， Vm (阻害剤を添加せず，基質濃度
を甚しく高めるときの反応速度)，また Km，Kiを
恒数とし，なお加えた各種阻害剤 Iの濃度〔工〕を
も一定とするとき， l/Vと l/CS]との関係を座標 
系にプロットすると，理論上では阻害型式に従って
それぞれ対照(阻外剤なし)の直線と，縦軸で交る
直線，横軸で交る直線，あるいは平行する直線を得
ることを示し，それらは第4図に実線として記して
あるが， 3種の阻害剤にて実測点は理論直線上に{立
している。棚酸塩と同様に，無機燐酸また燐酸化合
物による阻害は相競性であって他の型の阻害でない
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第 4図 れる乙とはなし」しかしフェニル燐酸t
対一一 アミノフェノーノレエステルを基質とする 戸阻害における一V一1 [S1〕ーの関係n 
と，腎ジエステラーゼではフェノールが，
10r 
日ヨ T字 またハブ毒ジエステラーゼ、ではρアミノ 
フェノールが遊離して来る(第5図〉。
この関係は 1種のポリ燐酸ツエステノレと
看倣すべきリボ核酸(第6図，左)の酵
~;ir-
。 
。
 素的水解で五炭糖の 5つのC原子のうち~O・0 100・-， 
.EDTA 尾部の 5位CR.つく燐酸結合を酔リボヌ
り切られるのに相応するといってよい。
5，000 10，0冊
.-
1 -
，・'
。 5，000 10，000 すると核酸のよう K複雑なポリ燐酸ジエ
ステノレとジフェニル燐酸(第6図，右)
乙との実験例はとこには図示していないが多数の実 のような簡単なツエステノレとの水解は同一酵素の作
験を行って証明している。 用によるか。ヅエステラーゼ、が特殊の酵素である ζ
燐酸酵素でl基質がピロリン酸エステルになると とはこの教室でツフェニル燐酸，またピス・ ρニト
(第 2表)，特殊のエステノレピロ燐酸酵素によっての ロフェニノレ燐酸を基質とする実験で、ハブ毒(ジエス
み水解されて 2分子のモノエステノレになる。ジフェ テラーゼlli)について，ついで腎からジエステラー
ニJレピロ燐酸は 2分子のフェニル燐酸に，また FAD ゼIVの分離によって明かにレたのであるが，そのの
はフラピンモノヌクオチドとアデニル酸とになる( ちとれら簡単なジエステルに対する酵素は核酸には
第 5図)。 作用せぬことが知られた。これは豚肺から得た濃縮
上述したジエステラーゼは基質の燐酸結合1つだ 燐酸酵素液の電気泳動の成績からも明かであり(第 
けを水解する。 ρ・ニトロフェニル燐酸エチJレエス 7図，左)，ジエステラーゼは(ー〉極lと移るが， リ
テルを基質とすると(第5図)， ρ・ニトロフェノー ボヌクレアーゼはモノエステラーゼと共に原点附近
ルが遊離して来る。諸型ジエステラーゼのいずれに に止まる。これから考えると，分子内にあるジエス
よってもエタノールと燐酸との結合は初めから侵さ テJレ結合の数が酵素特殊性を決定するかのように思
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第 6図
燐酸ツエステル結合と酵素特殊性
クレアーゼが切り，中ほどの 3位につく 
燐酸結合はハブ毒リボヌクレアーゼによ 
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われるから，ピス・フェニル燐酸ヒドロキノンエス
テJレを合成して，ジエステ Jレ結合 2個の基質として
用いつつ， ζれを水解する酵素の電泳時の移動状況
を(第 7図，右)モノエステラーゼ、またリボヌクレ
アーゼのそれと比較すると，オリゴジエステラーゼ
と附記しである分布曲線が示すよう K乙の新酵素は 
C+)極に移動して，明かにヅエステラーゼ， リボヌ
クレアーゼと異る。次l乙乙のジエステ Jレ結合 2つの
化合物を水解する酵素オリゴジエステラーゼの分布
域から，特にモノエステラーゼを混有しない董u分を
取り出してその水解作用後の試験液を検すと，基質
からフェニ jレ燐酸とヒドロキノン燐酸フェニノレエス
テJレとが生じ，さらに，第二段托モノエステラーゼ
を作用させるとフェニル燐酸からフェノールの遊離
が認められる。
第 7図
澱粉  Zone電泳
し?こが， その後の実験例が乏しいので省略する。 
ζのように諸種の燐酸酵素が存在し，乙れらは燐
酸塩また燐酸化合物により相競性K阻害されること
は，それら酵素には共通して基質燐酸L基に強い親和
性を示す化学基があることを示すが，なお燐酸結合
の様式Iζ応じて特殊な酵素があることを説明するに
はそのほかに酵素には基質の燐酸基以外の部分と特
殊的に結合する化学基が存在するとせねばならな
い。すなわち，酵素と基質とは互に 2カ所またはそ
れ以上の個所で結合する。乙のことを燐酸酵素では
追及していない。しかし次に述べる戸グリコシダー
ゼでの成績はこの仮説を証明するようである。
第 6図は 3種の p・ニトロフェノーノレ Pグリコ
シドの構造式であるが，水解されると遊離 ρ・ニ
トロフェノ  ーjレを生じ定量は容易である。 ζの 3種
の化合物は構造上は僅かに違ってい
るのみであり，外国ではこれらが同
一酵素により水解されると云われた
エスチラ -iiJ引 か毛
解 ダーゼ，s・ガラクトシダーゼ， s. 鰐$'0 f)/50 キシロシダーゼなど相異する酵素が
100 100 が，千葉での成績では P・ク、、ルコシ
水 71く
Z
 〆。 
あり，なお前 2酵素に関していうと，
それら  Kはそれぞれタカ型とエム
40 ルシン型とがある ζとが明かにされ
た。タカ型とは酵素がまず特殊的に
44 
  
燐酸化合物でも燐蛋白質になると，たとえばカゼ
インはフォスフォ・プロテイン・燐酸酵素という特
ー殊な酵素の作用をうける。この酵素には現在の純化
段階ではモノエステラーゼが混在しているのでカゼ
イン中の燐酸結合様式を確言し得ないが，蛋白質部
分を消化することなく，無機燐酸を遊離する。モノ
エステラーゼ，またこれと他種の燐酸酵素との混合
もカゼインには作用しない。 P-N結合を水解する
フォスファミダーゼについてもこの教室で早く報告 
基質の糖部分と結合し，ついで第 2段に非特殊的K 
Fグリコシド結合部分K結合するもので，したがっ
てタカ型は基質の糖部分と同種の糖またその誘導体
で相競的に阻害される。エムノレシン型は第 1段では
非特殊的民基質のグリコシド結合部分に結合し，第 
2段に特殊的Jζ糖部分l乙結合する。すなわち戸・グ
リコシド結合を持つ化合物では共通的K相競性阻害
をうけるが，糖によっては影響されな L"¥。この関係
は第 6表に示しである。
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第 6表 ρニトロフェノー Jレヘキソシド水解の阻害
タ カ 型 エムノレシン型 
s-Gase 戸-GALase s-Gase s-GALase 
J 
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ζの表には両型の両酵素がそれぞれ他型酵素を含
まないで天然、に存在していることも示しである。な
お， ζの表l乙示すよう K両種の糖から誘導される 
On酸ラクトンはそれぞれのグルコシド化合物と同
じ阻害を示すが，その阻害力は相当に強力である。
第9図の上段には左からグノレコース，グノレクロン
酸，アセチルグJレコサミンのフェノーJレs• グリコ
シドの構造式を掲げ，下段には相応する酸のラクト
ン，すなわち，グルコノラクトン，サツカロラクト
ン，アセチJレグJレコサミノラクトンを示しである
が，左のグルコノラクトンの阻害性から考えてサツ
カロラクトンは戸グノレクロニダーゼを強く阻害す
ることが推定されたので，実は FグJレクロニドを
尿から分離または化学的K合成して供試せんとした
が，成功しないうちに残念なが広外国で先きに実験
された。 しかし N・アセチノレ P・フェノ{ル・グ
ルコサミニド水解をアセチjレクゃルコサミン酸が阻害
する事は実証し得たし，またとの実験のとき一部は
ラクトンに移行して阻害する ζとも推定されるので
ある。
さて上述のように酵素と基質とは 2カ所以上で結
合し，乙のとき結合の起る順序が異る場合があり，
これらのことが酵素の特殊性を決定するのである
が，基質分子は酵素と複合体iを形成した状況下で脆
くなるとして，その場合に切れ易くなる位置につい
て考察すると，例を燐酸モノエチテノレにとれば， p 
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第 10図 水 解 と 転 移 
喧 
OH
ト 
山叶汁日
O 
1 
OoNー /一¥ーOH 十 OH-P-OH一ー一一一一ー一一ー +ー歩 Z~ ， "'-ー/ 
OH O N ¥/一 一/¥ O H
l
O 
1 
OoNー /一¥ーOH 
R OH 
一一一一一ー-l・ 2~' ， "'-一/ + R-O-Pー OH 
泊 
H)H
-- j i - - :
OH41
?ji--::
卵一 
叩混
OzNー /一¥ーOH 十
O H
¥一/
十
o u
佃
l
o p u  H
ーー ←一一ー 一一一-l・
O N ¥/一 一/¥ ← 一  O O PU H 
O 
I1 
一ー一一一一一一一一一歩 2~' "'-_/ OoNー /一¥ーOH 十 Rー O-Pー Oー CZH5 
OHデ 
-O-Cなる結合のうち PとOとの聞であり， この
とき生ずる活性燐酸が水と反応すれば無機燐酸を，
またたまたま溶液中に共存する ROHと反応すれ
ば新たな燐酸モノエステノレが生ずる。すなわち燐酸
転移が認められることになる。この単純な転移反応
は β ・ニトロフェニル燐酸を基質として外国で報
告されたのであり，折角乙の基質を燐酸酵素研究に
提唱した当教室としては黒星であるが，上述した戸
ーニトロフェニル燐酸エチルエステJレを基質とする
とジエステラーゼ、による転移反応が起り新たにエチ 
Jレ燐酸の諸エステルが新生することを実証する乙と
が出来た。すなわちこの場合には中間的に活性エチ 
Jレ燐酸が形成されるのである。
しからば酵素表面で中間的に生ずる活性燐酸と
か，一般に活性化学基とは何か。恐らく基質が脆く
なって切離され易くなる部分が酵素分子中のその近
接部にある化学基と結合した不安定な化合物，例え
ばモノエステラーゼの場合には燐酸・酵素結合体で
あり， ζの結合燐酸のすくや近くに水があれば活性燐
酸は水と反応して無機燐酸K，また近接して OH化 
1合物 ROHがあれば燐酸 Rエステルになると考え
られる。乙のように水また ROHがすヤ近くにある
という ζとは実は酵素表面に水分子，または ROH
分子を結合する部分があるという意味である。すな
わち水分子と同様K ROHも酵素に結合されてい
る状態で初めて活性燐酸と反応すると考えられる。
このように難かしいことをいうのはアミジン転移反
応における所見をもとにしている。
肝アJレギナーゼを適当に純化してアJレギニンに作
用させると完全に尿素とオルニチンになる乙とは周
知の通りであり，このとき溶液中K R.NH2なるア
ミノ化合物があってもこれに尿素が結合したアミジ
ン化合物の新生はない，すなわちアミジン転移は起
乙らない。
これに反し，腎から純化し，さらに電気泳動法で混
在するアノレギナーゼ、を除いた酵素トランスアミジナ
ーゼをアルギニンに作用させるとき，溶液中に R・ 
NH2としてのグリシンがあると，乙れと尿素とが
結合したグリコシアミンがアミジン転位反応で生
じ，グリシンがないときには尿素は遊離せず，また
グリシン以外のアミノ酸ではアミジン転位は認めら
れない。このことは活性尿素が反応するためにはア
ルギナーゼの場合には近接して酵素K結合された水
分子があり，またトランスアミジナーゼ、の場合には
近接して特殊的にグリシンを結合する部位があって
この結合グリシンとのみ活性尿素が反応すると考え
ねばならぬことになる。このような論はトランスア
ミジナーゼを純化した結果いえる乙とである。
以上，酵素の作用する機序を水解酵素について考
察したが，これを要約すると次のようである。一種
の蛋白質である酵素はその分子の表面の 2カ所以上
で基質の 2カ所以上と結合し，この結合することが 
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酵素の特殊性を定める。結合が行われる順位は必ず
しも一定しないし，乙れが酵素の型を定めることが
ある。結合された基質分子は不安定になる。脆くな
って切れ易くなる部位は酵素によって異るが，切り
離される部分は中間的に酵素と結合して，いわゆる
活性型化学基となり，それに近接して水分子を，ま
たは他の化合物を特殊的K結合する部位が酵素表面
にあると，活性型化学基が水と反応しては水解反応
の経過をとり，特殊化合物と反応するときには転移
反応として示されることになると云い現わすことが
出来る。
一時間半に亘って理論的なことばかり述べたが， 
ζれを以って私の最終講義とする。私は 30数年Iζ
豆り本学にて医化学の講義をした。初めて講義した
のは旧医学専門学校の生理学講堂であったが，聞も
COOH 
なく矢作地区の旧基礎医学教室が設営され，そこの
医化学教室で戦災まで約 20年間，終戦後は方々の
講堂を転々としたが，同地区に復旧工事の←部とし
て西側講堂が竣工したのでこ三で約 10年間，つい
で昨秋には亥鼻地区の基礎医学新館に医化学教室が
移転して乙の第一講堂で 6カ月講義をしたことにな
る。乙の永い聞に千葉医科大学はめざましい発展を
し，多くの俊英を迎えまた送ったが，私が学生諸君
に講義した内容を顧みると，私自身としては良い解
り易い講義をと準備し，また努力したに拘らず，生
化学の進歩が急速であるために講義が難解であった
乙とも免れなかったと思うが，年々歳々，学生諸君
が医化学を良く学習して呉れたので教官としての私
の任務も大過なく果たすことで出来たことを感謝す
る。
